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コモンズの視線 

 

「勇払原野の SPIRIT」第５号は年の瀬になりました。9月の４号のあと、9/9道産子放牧視察と鯉買い付
け、キノコ講習会、通常総会とフォーラム、丸太運搬の新ルート開設、チェンソー講習会、こころの森フ

ォーラム、そして 12/10の山の神参拝まで、作業や行事が連綿と続いたためです。今、やっと当ＮＰＯ本
来の定常ワーク体制にはいったので、やっと区切りとしてまとめの編集ができた、というのが実情です。

おかげさまで、23 年後半も無事、駆け抜けることができました。以下、会員と関係者各位への感謝を込
めてご報告します。 ホームページ http://homepage3.nifty.com/hayashi-kokoro/commons00.html 

 
９月からの活動報告 

各行事最後の数字は参加者数 
9/09 am白老にて道産子の見学、pm鯉の放流 4 
9/10 総会の準備、資料発送、大島山林の風被害
木片付け 4 
9/24 きのこの勉強会 am9:30-＠大島山林 講
師：oyamaさん 13 

   （確か 30種ほど同定できたはず） 
10/16 sun 落ち葉トイレ試作 2 
10/22 sat NPO 総会 14＆環境コモンズフォーラム
Ⅲ＠苫小牧サンガーデン 50 

 
  （基調報告の釧路公大学長の小磯先生） 
11/5 sat 今期の山仕事開始、新道作りとしめ縄 5 

11/12sat札幌ウッディーズと合同作業 19 
11/13 sun スキルアップ･チェンソーワーク 

am9:30-@小屋 9 

 （マンネリになりがちな心を引き締める） 
11/18 fri 小屋で落ち葉トイレ組み立て、小屋掃
除など 2 
11/21 mon フォーラム準備、小屋掃除、トヨタ
自動車で森林健康イベントサポート(1) 2 
11/23 wed 「きたネット」の森づくりのﾌｫｰﾗﾑで
ワークショップのファシリテータ（事務局） 1 
11/26 sat こころの森フォーラム「林のある暮ら

し実践」29 

（精神科医・瀧澤先生と草苅が続けてきた「心の森フ
ォーラム」を今回は NPO が積極的サポート。講師な
どなしの、里山を主役とした催し。雑木林の散策、落

ち葉のプール（↑）、薪割り・薪積み、薪ピザ、「森療

時間」など、メニューを用意して、ゆるく遊ぶ…） 
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 （陽ざしが斜めになったころ、みんなで。） 
11/28 mon トヨタ自動車で森林体験講座(2) 2 
12/3 sat 大島山林で除伐と小屋がけ 10 
12/10 sat 山ノ神参拝 
Topic1トイレ問題に一石投入 

11/26のフォーラムに併せて、野外活動の懸案で
ある自然なトイレを試作してみました。落ち葉の

バクテリアの分解力に注目した落ち葉トイレ

「leaf-let」です。畳の片方の長辺を固定して屏
風のように開いたもの。その内側にトイレがあり、

用が済めば落ち葉をかけ、しかるべき時に埋め戻

し、移動。女性、子供たちの評判は意外に上々で

した。緊張感と開放感のなせるわざか。慣れれば

止められないはず。写真をみた女性から「ぜひ使

ってみたい」というリクエストも届きました。（笑

い）その気になればＯＫなんだ、というのは極め

て朗報。バイオトイレを買えば 200 万円以上で
すから。（写真上は表＝小屋側、下は内側） 

 

Topic2手入れされた里山の底力 
「講師のいないフォーラム」。６回目の「こころ

の森…」はこの意味でちょっと画期的なものに仕

上がったようです。「これなら続けられる」とい

う自信も湧いてきます。直前に、偶然に林道が整

備されて小型バスも楽々アクセスできるという

環境変化も後押ししました。 
 これもひとえに里山の底力でしょうか。ただ感

じることだけを目指しても十分、手応えがある、

手仕事の満足感がある…。NPO が全面的にバッ
クアップできる、と言うのも好条件です。開催の

好機は、葉が落ちて雑木林が最も美しい 11月と、
新緑が萌える 5月 25日ころ。来年春は、有料と
して最もきれいなコナラの雑木林をお見せしよ

うと思います。 
Topic3 山ノ神参拝 

 苫東ではプロジェクトが動き出した昭和 40 年
代から、山仕事の安全を祈願する山ノ神の神事が

営まれ、現在でも 12/11頃、関係者が鳥居にあつ
まり参拝します。ご神木は、つたもり山林の入口

に祀られており、昭和 50年の中頃までは、池の
奥のヨーロッパトウヒでした。それが台風被害の

直前に現在のコナラに替えて、鳥居は今年 2代目
の新作に代わりました。 
 12/10 土曜日、NPO の山仕事を担当する苫東
ウッディーズと関係者が参拝し、そのあと大島山

林のシンボルツリー「ドロノキ」に町内会の NPO
会員らとともに参拝しました。 
 
編集後記 最近ファンドレイジング（非営利の資金
調達）の勉強を始めました。やりたいこととやれるこ

との間にストレスを感じないようにするには、温かい

お金をどう回すか、と担い手をどう確保するか（マン

パワー）が 避けられない課題です。フル回転だった今

年でも、ハスカップの取り組みは緒につけなかったし、

北大のＫ教授との現地検討会もできませんでした。試

験地の森づくり、ヒグマ情報収集も本腰に至らず。で

も、課題があればこそやる気も起きます。新年もどう

ぞよろしく。良いお年をお迎え下さい。(事務局) 
 お問い合わせ 

NPO法人苫東環境コモンズ 事務局  
草苅 kt-884-556@nifty.com 
携帯 090-6999-2765 


